
(57)【要約】

【課題】　ルーバーまたは光案内プレートを追加して用

いなくても、十分な光を好ましい方向に案内するように

、保護チューブ付き照明器具を得ること。

【解決手段】透明な材料製であって光を案内するフレネ

ル構造のみぞを表面に備える円筒形チューブを備え、チ

ューブ内部にランプを同軸に配置する上記の保護チュー

ブつき照明器具において、複数のみぞが軸に平行に設け

られ、これらのみぞはチューブの光を射出する側かつ軸

方向に直径を切断する平面より下に配置され、その際こ

れらのみぞの作用フランクと妨害フランクの向きは、ラ

ンプから生じた光線が事前指定かつ限定された射出角に

おいて方向変換されるような向きとすることを特徴とす

る。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 透 明 な 材 料 製 で あ っ て 光 を 案 内 す る フ レ ネ ル 構 造 の み ぞ を 表 面 に 備 え る 円 筒 形 チ ュ ー ブ
を 備 え 、 チ ュ ー ブ 内 部 に ラ ン プ を 同 軸 に 配 置 す る 保 護 チ ュ ー ブ つ き 照 明 器 具 に お い て 、
　 複 数 の み ぞ が 軸 に 平 行 に 設 け ら れ 、 こ れ ら の み ぞ は チ ュ ー ブ の 光 を 射 出 す る 側 か つ 軸 方
向 に 直 径 を 切 断 す る 平 面 よ り 下 に 配 置 さ れ 、 そ の 際 こ れ ら の み ぞ の 作 用 フ ラ ン ク と 妨 害 フ
ラ ン ク の 向 き は 、 ラ ン プ か ら 生 じ た 光 線 が 事 前 指 定 か つ 限 定 さ れ た 射 出 角 に お い て 方 向 変
換 さ れ る よ う な 向 き と す る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 の 保 護 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 作 用 フ ラ ン ク 法 線 （ Ｗ Ｎ ） の そ れ に 付 随 す る 中 心 光 線 （ Ｓ １ ） に 対 す る 傾 斜 角 度 σ は 、
中 心 光 線 （ Ｓ １ ） の グ ロ ー バ ル 角 度 γ に 依 存 し て ０ ～ ９ ０ ° の 間 で 増 加 す る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 護 チ ュ ー ブ つ き 照 明 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 妨 害 フ ラ ン ク 法 線 （ Ｓ Ｎ ） と 中 心 光 線 （ Ｓ ２ ） と は 、 中 心 光 線 （ Ｓ ２ ） の グ ロ ー バ ル 角
度 γ に 依 存 し て 増 加 す る 傾 斜 角 度 σ を な す こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の
保 護 チ ュ ー ブ つ き 照 明 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 の み ぞ が 円 筒 形 チ ュ ー ブ の 被 覆 内 側 表 面 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 保 護 チ ュ ー ブ つ き 照 明 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 の み ぞ が 円 筒 形 チ ュ ー ブ の 被 覆 外 側 表 面 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 保 護 チ ュ ー ブ つ き 照 明 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 の み ぞ が 円 筒 形 チ ュ ー ブ の 材 料 に 刻 み 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～
５ の い ず れ か に 記 載 の 保 護 チ ュ ー ブ 付 き 照 明 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 の み ぞ が 透 明 な フ ィ ル ム に 刻 み 込 ま れ 、 こ の フ ィ ル ム が 円 筒 形 チ ュ ー ブ に 挿 入 さ れ
て い る か 、 あ る い は そ の 外 側 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い
ず れ か に 記 載 の 保 護 チ ュ ー ブ 付 き 照 明 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 円 筒 形 の チ ュ ー ブ が 鉱 物 性 ガ ラ ス ま た は ア ク リ ル ガ ラ ス 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 保 護 チ ュ ー ブ 付 き 照 明 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ラ ン プ が 蛍 光 ラ ン プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 保 護 チ
ュ ー ブ 付 き 照 明 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 チ ュ ー ブ の 中 心 に 理 想 化 さ れ た 線 光 源 が あ り 、 そ の 中 心 光 線 （ Ｓ １ ） に 対 す る 作 用 フ ラ
ン ク 法 線 （ Ｗ Ｎ ） の 傾 斜 角 度 δ が 、 次 の 法 則 に よ っ て 近 似 的 に 求 め ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 保 護 チ ュ ー ブ つ き 照 明 器 具 。
（ 法 則 １ ）
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こ の 場 合 、
ｎ '： 材 料 の 屈 折 率
Ｒ ｍ ： 平 均 チ ュ ー ブ 内 側 半 径
Ｒ ａ ： チ ュ ー ブ 外 側 半 径
γ ： 中 心 光 線 の グ ロ ー バ ル 角 度
【 請 求 項 １ １ 】
　 チ ュ ー ブ の 中 心 に 理 想 化 さ れ た 線 光 源 が あ り 、 そ の 中 心 光 線 に 対 す る 作 用 フ ラ ン ク 法 線
（ Ｗ Ｎ ） の 傾 斜 角 度 δ が 、 次 の 法 則 に よ っ て 近 似 的 に 求 め ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 ５ に 記 載 の 保 護 チ ュ ー ブ つ き 照 明 器 具 。
（ 法 則 ２ ）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ の 場 合 、
ｎ '： 材 料 の 屈 折 率
γ ： 中 心 光 線 の グ ロ ー バ ル 角 度
【 請 求 項 １ ２ 】
　 チ ュ ー ブ 中 心 に 理 想 化 さ れ た 線 光 源 の 中 心 光 線 に 対 す る 妨 害 フ ラ ン ク 法 線 の 傾 斜 角 度 σ
が 、 次 の 法 則 に よ っ て 求 め ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ お よ び ４ に 記 載 の 保 護 チ ュ
ー ブ つ き 照 明 器 具 。
（ 法 則 ３ ）
　
　
　
　
　
こ の 場 合 、
σ ： 中 心 光 線 に 対 す る 妨 害 フ ラ ン ク 法 線 の 傾 斜 角 度

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-190834 A 2005.7.14



δ ： 中 心 光 線 に 対 す る 作 用 フ ラ ン ク 法 線 の 傾 斜 角 度
ｎ ： チ ュ ー ブ 内 部 お よ び 外 部 に お け る 媒 質 の 屈 折 率
　 　 （ た だ し 空 気 ： ｎ ＝ １ ）
ｎ '： チ ュ ー ブ 材 料 の 屈 折 率
【 請 求 項 １ ３ 】
　 チ ュ ー ブ の 中 心 に 理 想 化 さ れ た 線 光 源 が あ り 、 そ の 中 心 光 線 に 対 す る 妨 害 フ ラ ン ク 法 線
の 傾 斜 角 度 σ が 、 次 の 法 則 に よ っ て 求 め ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ お よ び ５ に 記
載 の 保 護 チ ュ ー ブ つ き 照 明 器 具 。
（ 法 則 ４ ）
　
　
　
　
　
こ の 場 合 、
σ ： 中 心 光 線 に 対 す る 妨 害 フ ラ ン ク 法 線 の 傾 斜 角 度
δ ： 中 心 光 線 に 対 す る 作 用 フ ラ ン ク 法 線 の 傾 斜 角 度
ｎ ： チ ュ ー ブ 内 部 お よ び 外 部 に お け る 媒 質 の 屈 折 率
　 　 （ た だ し 空 気 ： ｎ ＝ １ ）
ｎ '： チ ュ ー ブ 材 料 の 屈 折 率
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 請 求 項 １ の 上 位 概 念 に 記 載 す る 種 類 の 保 護 チ ュ ー ブ 付 き 照 明 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 保 護 チ ュ ー ブ 付 き 照 明 器 具 は 主 と し て 、 透 明 な 材 料 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク ま た は
天 然 素 材 ガ ラ ス 製 の 円 筒 形 チ ュ ー ブ を 備 え 、 そ の チ ュ ー ブ の 中 に 、 照 明 手 段 と し て ラ ン プ
好 ま し く は 蛍 光 ラ ン プ を 同 軸 に 配 置 す る 。
　 こ の 保 護 チ ュ ー ブ 付 き 照 明 器 具 は 、 好 ま し く は 湿 潤 な あ る い は 水 中 の 環 境 で 用 い ら れ る
。 こ の 照 明 装 置 は 、 簡 単 な 手 段 に よ っ て 水 密 な 仕 様 と す る こ と が で き る か ら で あ る 。
　 こ の 保 護 チ ュ ー ブ 付 き 照 明 器 具 は 、 例 え ば 野 外 、 湿 潤 な 空 間 、 あ る い は 水 中 に お け る 照
明 目 的 に 適 し て い る 。
　 し か し そ の 構 造 が 簡 単 か つ コ ン パ ク ト で あ る た め 、 こ の 保 護 チ ュ ー ブ 付 き 照 明 器 具 に グ
レ ア 防 止 ま た は 光 の 案 内 の た め の 水 密 な 手 段 を 設 け る 場 合 、 問 題 が な い わ け で は な い 。
　 こ の 種 の 保 護 チ ュ ー ブ 付 き 照 明 器 具 内 部 に 、 こ の 照 明 器 具 チ ュ ー ブ の 内 側 輪 郭 に 適 合 さ
れ た グ レ ア 防 止 ル ー バ ー を 設 け る こ と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 こ の 種 の
解 決 法 は 比 較 的 手 間 が か か り 、 特 に 十 分 な 断 面 積 を 持 つ 照 明 器 具 チ ュ ー ブ を 必 要 と す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 ド イ ツ 特 許 出 願 公 開 １ ９ ５ ０ １ ３ ２ ７ 明 細 書
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 さ ら に こ れ と 同 等 の 種 類 の も の と し て 、 蛍 光 ラ ン プ を 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク 形 材 で 包 み 、
こ の 形 材 に 長 手 方 向 に 複 数 の み ぞ を つ け 、 こ れ に よ り 長 手 方 向 に そ っ て グ レ ア 防 止 を 施 す
も の が 知 ら れ て い る 。
　 し か し こ れ は 防 湿 さ れ た 保 護 チ ュ ー ブ 付 き 照 明 器 具 で は な い 。 そ れ ば か り か こ の み ぞ 付
き 形 材 は 、 光 の 案 内 の た め に 用 い ら れ る の で は な く 、 長 手 方 向 に グ レ ア 防 止 を 施 す の に 用
い ら れ る と し て も 、 そ れ は 全 反 射 の 利 用 に よ る だ け で あ る 。
　 ま た 、 円 周 方 向 に 伸 び る フ レ ネ ル 構 造 の み ぞ を 外 側 表 面 に 備 え る 透 明 な 円 筒 が 知 ら れ て
い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ） 。 こ の フ レ ネ ル み ぞ は 希 望 さ れ た 光 の 案 内 に 用 い ら れ る 。 こ
の 場 合 光 源 と し て 、 大 小 の 差 は あ れ と も か く ポ イ ン ト 状 の 光 源 と し て 放 射 す る 白 熱 ラ ン プ
が 備 え ら れ る 。
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【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 公 報 ６ ０ ９ ９ １ ４ ８ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 ル ー バ ー ま た は 光 案 内 プ レ ー ト を 追 加 し て 用 い な く て も 、 十 分 な 光 を
好 ま し い 方 向 に 案 内 す る よ う に 、 保 護 チ ュ ー ブ 自 体 が 構 成 さ れ て い る よ う な 、 保 護 チ ュ ー
ブ 付 き 照 明 器 具 を 得 る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 課 題 の 解 決 法 と し て 、 軸 に 平 行 に 伸 び る フ レ ネ ル 構 造 の み ぞ を そ の 円 筒
形 チ ュ ー ブ に 設 け 、 チ ュ ー ブ の 光 射 出 側 に 、 か つ チ ュ ー ブ の 軸 に そ っ て そ の 直 径 を 切 っ た
面 よ り 下 に 、 そ の み ぞ を 配 置 す る こ と を 提 案 す る 。 求 め ら れ る 光 の 案 内 を 達 成 す る た め 、
本 発 明 の も う １ つ の 特 徴 と し て 、 み ぞ の 作 用 フ ラ ン ク と 妨 害 フ ラ ン ク の 向 き は 、 ラ ン プ か
ら 生 じ た 光 線 が 、 事 前 指 定 か つ 限 定 さ れ た 光 射 出 角 で 方 向 変 換 さ れ る よ う な 向 き と す る 。
　 円 筒 形 チ ュ ー ブ の 光 学 的 に 透 明 な 断 面 構 造 は 、 一 方 で は 求 め ら れ る 光 案 内 の 作 用 を 行 い
、 他 方 で は 照 明 軸 を 横 切 っ て 位 置 す る 平 面 に お い て 、 最 大 の 視 角 で グ レ ア 輝 度 を 減 少 さ せ
る 。
　 特 に 有 利 な 光 の 集 束 が 得 ら れ る の は 、 請 求 項 ２ に 記 載 す る 通 り 、 作 用 フ ラ ン ク 法 線 の そ
れ に 付 随 す る 中 心 光 線 に 対 す る 傾 斜 角 度 が 、 中 心 光 線 の グ ロ ー バ ル 角 度 に 依 存 し て 、 ０ ～
９ ０ ° の 間 で 増 加 す る 場 合 で あ る 。 こ の グ ロ ー バ ル 角 度 と は 、 軸 に そ っ て 直 径 を 切 っ た 面
の 法 線 に 対 す る 中 心 光 線 の 角 度 と 定 義 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 す る 通 り 、 妨 害 フ ラ ン ク と 中 心 光 線 が な す 角 度 は 、 中 心 光 線 の グ ロ ー バ
ル 角 度 に 依 存 し て 増 加 す る も の と す る の が 合 目 的 で あ ろ う 。
　 み ぞ の 構 造 は 請 求 項 ４ に 記 載 す る 通 り 、 円 筒 形 チ ュ ー ブ 被 覆 の 内 側 表 面 に 設 け る こ と が
で き る 。 こ の 場 合 、 作 用 フ ラ ン ク 法 線 の 傾 斜 角 度 を 計 算 す る た め 、 請 求 項 １ ０ に 挙 げ た 法
則 が 得 ら れ る 。
　 チ ュ ー ブ 中 心 の 理 想 的 な 線 光 源 の 中 心 光 線 に 対 す る 妨 害 フ ラ ン ク の 傾 斜 角 度 を 計 算 す る
た め 、 請 求 項 １ ２ に 挙 げ た 法 則 が 得 ら れ る 。
　 同 様 に 円 筒 形 チ ュ ー ブ 被 覆 の 外 側 表 面 に も み ぞ 構 造 を 設 け る こ と が で き る 。 こ れ を 請 求
項 ５ が 提 案 す る 。
　 こ の 場 合 、 作 用 フ ラ ン ク 法 線 の 中 心 光 線 に 対 す る 傾 斜 角 度 に つ い て 請 求 項 １ １ に 挙 げ た
計 算 法 則 が 適 用 さ れ る 。 中 心 光 線 に 対 す る 妨 害 フ ラ ン ク の 傾 斜 角 度 に つ い て は 、 こ の 場 合
請 求 項 １ ３ に 挙 げ た 法 則 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 提 案 の 技 術 的 応 用 の た め に は 、 基 本 的 に ２ つ の 方 法 が あ る 。
　 請 求 項 ６ に 記 載 す る 通 り こ れ ら の み ぞ は 、 円 筒 形 チ ュ ー ブ の 材 料 に 直 接 に 刻 む こ と が で
き る 。 す な わ ち 円 筒 形 チ ュ ー ブ を 製 造 す る と き に 設 け る こ と が で き る 。
　 し か し 請 求 項 ７ の 提 案 に 記 載 す る 通 り 、 こ れ ら の み ぞ を 透 明 な フ ィ ル ム に 刻 ん で 、 こ の
フ ィ ル ム を 円 筒 形 チ ュ ー ブ に 挿 入 、 あ る い は 円 筒 形 チ ュ ー ブ 外 側 に 取 り 付 け る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 す る 通 り 、 そ の 円 筒 形 チ ュ ー ブ が 天 然 材 料 の ガ ラ ス 、 す な わ ち 鉱 物 性 ガ
ラ ス か ら な る 、 あ る い は プ ラ ス チ ッ ク 、 す な わ ち ア ク リ ル ガ ラ ス か ら な る 保 護 チ ュ ー ブ 付
き 照 明 器 具 に よ っ て 、 本 発 明 を 実 現 す る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ９ に 記 載 す る 通 り 、 ラ ン プ と し て は 蛍 光 ラ ン プ が 好 ま し い 。 し か し 基 本 的 に は 長
い 形 の 白 熱 ラ ン プ 、 あ る い は そ の 他 の 例 え ば 線 形 の 照 明 手 段 を 用 い る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 下 記 に 図 面 を 用 い て 本 発 明 の 提 案 を 具 体 的 に 説 明 す る 。

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-190834 A 2005.7.14



　 図 １ は 、 保 護 チ ュ ー ブ 付 き 照 明 器 具 の 光 度 分 布 を 示 す 。 こ の 照 明 装 置 は 、 フ レ ネ ル 構 造
の み ぞ を 持 つ 本 発 明 の 照 明 器 具 チ ュ ー ブ を 備 え る 。
　 こ の チ ュ ー ブ 付 き 照 明 装 置 は 、 理 想 的 な 形 態 と し て 断 面 が 円 形 の 表 面 Ｌ を 持 つ も の が 示
さ れ て い る 。
　 こ の 光 線 の 分 布 は 、 照 明 装 置 Ｌ か ら 生 じ た 光 が 、 照 明 装 置 長 手 軸 に 垂 直 な 平 面 で 、 約 ４
５ ° の 角 度 で 主 と し て 下 方 に 放 射 さ れ る こ と を 明 ら か に す る 。
　 従 っ て こ の 照 明 装 置 は 主 方 向 Ａ に お い て 最 大 光 度 を 持 つ が 、 方 向 Ｂ に お い て は 光 度 と そ
れ と と も に グ レ ア 輝 度 も 著 し く 減 少 す る 。
　 こ の 効 果 は 照 明 器 具 チ ュ ー ブ Ｒ に よ っ て 得 ら れ 、 こ の チ ュ ー ブ の 断 面 を 図 ２ に 示 す 。
　 チ ュ ー ブ Ｒ の 内 面 は 、 軸 方 向 に 直 径 を 切 っ た 断 面 Ｃ ‐ Ｃ の 下 に 鋸 歯 状 の み ぞ Ｆ を 備 え る
が 、 こ れ ら の み ぞ の 並 び 方 を 図 ３ で さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。
　 こ れ ら の み ぞ は 、 図 ２ に 示 す よ う な 射 出 さ れ た 光 の 光 路 を 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ れ ら の み ぞ Ｆ は 作 用 フ ラ ン ク と 妨 害 フ ラ ン ク と を 備 え る 。
　 作 用 フ ラ ン ク は 、 点 状 ま た は 線 状 の も の と し て 考 え ら れ た 光 源 か ら 射 出 さ れ る 光 を 屈 折
す る 。 こ の 屈 折 は 、 光 が 図 １ お よ び ２ の 図 示 に 対 応 し て 集 束 す る よ う に 行 わ れ る 。
　 妨 害 フ ラ ン ク は 、 屈 折 お よ び 全 反 射 に よ っ て 光 線 方 向 変 換 を 行 う が 、 そ の 一 部 は 望 ま し
か ら ざ る 空 間 角 度 領 域 に あ る 。 従 っ て こ の 妨 害 フ ラ ン ク の 傾 斜 は 、 そ の よ う な 効 果 が 最 小
限 と な る よ う に 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ お よ び ３ に 示 す よ う に 、 作 用 フ ラ ン ク 法 線 Ｗ Ｎ の そ れ に 付 随 す る 中 心 光 線 Ｓ １ に 対
す る 傾 斜 角 度 δ は 、 中 心 光 線 Ｓ １ の グ ロ ー バ ル 角 度 γ に 依 存 し て 、 ０ ～ ９ ０ ° の 間 で 変 化
す る も の と す る 。 こ れ に よ り 、 特 に 図 ２ に 記 載 す る よ う な 変 化 の 鋸 歯 構 造 が 得 ら れ る 。
　 み ぞ 構 造 が 内 側 に 位 置 す る 場 合 の 作 用 フ ラ ン ク と 妨 害 フ ラ ン ク の 計 算 上 の 諸 関 係 は 、 請
求 項 １ ０ お よ び １ ２ に 記 載 の 公 式 で 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 最 後 の 図 ４ に 記 載 の グ ラ フ は 、 Ｐ Ｍ Ｍ Ａ （ ポ リ メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル ） 製 照 明 器 具 チ ュ ー
ブ の さ ま ざ ま な 壁 厚 の 場 合 、 角 度 γ に 対 す る 角 度 δ の 依 存 性 を 示 す 。
　 こ の 場 合 、 パ ラ メ ー タ ー １ 、 ２ お よ び ３ に よ っ て チ ュ ー ブ 半 径 の さ ま ざ ま な 状 態 を 示 す
が 、 こ の 場 合 Ｒ ｍ は 平 均 チ ュ ー ブ 半 径 、 Ｒ ａ は 照 明 器 具 チ ュ ー ブ の 外 径 で あ っ て 、 い ず れ
も 図 ３ に 示 す も の で あ る 。
　 よ り 正 確 に い え ば Ｒ ｍ は 、 中 心 光 線 の 角 度 γ ＝ ４ ５ ° の と き 、 チ ュ ー ブ 中 心 軸 か ら プ リ
ズ ム 頂 点 ま で の 最 大 間 隔 と 最 小 間 隔 の 平 均 値 で あ る 。 従 っ て 、 Ｒ ｍ は 次 の よ う に 計 算 さ れ
る ：
　 　 Ｒ ｍ ＝ Ｒ min４ ５ ° ＋ Ｒ max４ ５ ° ／ ２ 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 光 案 内 を 行 う フ レ ネ ル 構 造 の み ぞ を 備 え る 保 護 チ ュ ー ブ 付 き 照 明 器
具 の 光 度 分 布 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 光 線 の 分 布 を 図 式 的 に 示 す フ レ ネ ル 構 造 の み ぞ を 内 部 に 備 え る 円 筒 形 チ ュ ー ブ を
半 径 方 向 に 切 っ た 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た も の の 部 分 拡 大 図 。
【 図 ４ 】 照 明 器 具 チ ュ ー ブ の 材 料 厚 さ が 異 な る 場 合 に お け る 、 中 心 光 線 の グ ロ ー バ ル 角 度
γ に 対 す る 作 用 フ ラ ン ク 法 線 の 傾 斜 角 度 δ の 依 存 性 を 示 す 図 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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